
Ⅷ．その他の業務
1業界団体等との意見交換会

回 団 体名 年 月 日 （場所 ） 出　 席　 者 内　　　 容

1 波佐 見陶磁 平 成 17年 4 月 20 目 組 合　　　　　　　 8 名 ・平成 17年度研 究 藁務つ い て

器 工農協 同 （波佐 見町 ・波佐 見陶 振 興会　　　　　 1 名 ・その他 の柴紡紹 介

組合 磁 詐工業 臨同組合） 渡佐 見町　 1 名

窯 業技 術セ ン ター 9 名

■意見 交換

2 長崎 県陶磁 平成 17年 4 月 20 ロ 組合　　　　　　 10名 ■平成 17年度研 究業務 つい て

器 卸 商業 協 （波佐見 町 ・長崎 県陶 振 興会　　　　　 l ∠缶 上その他 の業務紹 介

同組 合 磁器錮】商業 協同組 合） 波佐 見町　 1 名

無茶技術 セ ンター 7 名

・意見 交換

3 三川 内陶磁 平成 17年 4 月 21 日 組 合　　　　　　　 6 名 ・平成 17年度研 究梁瀬つ い て

岩 工業協 同 く佐 世保 市 ・三川 内陶 佐 世保 市　　　　　 2 名 ・その他 の業務紹 介

組合 磁 鯨工業協 同組合） 窯 業技 術セ ン ター　 7 名 ・意見 交換

2客員研究員
目的：県内外の大学、公瓢研究所、企業等の第一線の研究者を紹恥し、より専門的かつ高度な研究
を窯業技術センターの職山等と共同で才子うことにより、センターの研究機能の充実、強化を
図り、地域企業の技術の高庇化に資する。

客員研 究員 所　 属 ・役　 職 研 究開発 撃項 担 当研 究員 口数

高尾　 雄 二 長姉 大学　 環境 科学部　 助教授 水環境 にお け る リン固 定 と
回収 プ ロセス に関す る研 究

阿部　 久雄 1

芦塚　 正博 九州 工農大学 大学院　 教授 水軌跡 こお け る リン固 定 と
回収 プ ロセ スに関す る研 究

高松　 宏行 2

大橋　 文彦 （独） 産業技術 総合研 究所 中郡セ

ンクー 主任 研 究員

無機層状 化合物 の材料設 計 阿 部　 久雄 4

上 田　 成 一 県 立長 崎 シー ボル ト大学 無機材料 の生活 ・環境分 野 阿部　 久雄 1
看 讃美兼学 部　 教授 にお け る評価技術

田中　　 隆 長姉 大 学大 学院 医増築 学総合研 天然生理 活性物質 の機能 と 阿瓢　 久雄 1
究 科　 助勢】受 評価

梶原　 秀 意 東彼 セ ラ ミックス　 碗 闘 陶磁器 製 造翁 にお ける製 品
開発

阿部　 久雄 6

村木　 里志 九州 大学大学院 皇術工学 研究院 ノ、閃 工学 的手法 を用い たUD 桐 山　 有司 3
助 数綾 製品 の評 価技術

猿倉　 借 彦 自然科 学研 究機構 分子科 学研究 波長 可変 ガ ラス レーザー の 吉 田　 英樹 2
所 分 丁御上御 レーザー 開発研究

セ ンター 助 教授
l胤発

山 中　 孝 友 長崎 総 合科 学大 学 大 学院 学術
フロンテ ィア セン タ‾
客員教授

悪童学射 撃プ ロジェク トの 吉 田　 英樹 2



客員研究員 所　 属 ・役　 職 研究開発単項 担当研究員 日数

北條　 純一 九州大学大学院工学研究院応用 直売廃棄物の有効利用につ 狩野　 伸自 4
化学師門　 教授 いて

井上　 忠利 ㈱後藤鉄工所 l朴哉部長 タイル製造技術の開発 矢野　 鉄也 1

松 卜　　 活 ㈱森山商会　 顧問 締込み成形技術による磁器
パイプ製造技術の開発
（磁器パイプの製品化技術）

久田松　 学 2

』二上　 元之 井上セ ラミックス研究所　 所長 陶磁器製造技術 秋月　 俊彦 4

合計　 33 R

2（）05なが さき陶磁應

目　　 的 産地の技術的、創作的韮盤を醸成し、陶躍器デザインや工芸一帯．、及び伝統的技術の育
成強化を回る。

主　　 催 長崎県陶磁器振興会

事 務 局 窯業技術センター▲
三川内層示全軍好局 ：三川内陶」鼓襲工業協同，阻合
波佐見展示会事務局 ：波佐見焼振興会

内　　 容 揮宝蔓望　 買漂王諸 芸召 …呂～ 4 日　 淀 笠貰票 ：≡用宍豊富琵墓雲童話壬

表彰式　　　　 平成17年 5 月 1 日　　　　　　 （波佐見町 ・波佐見叫■勤労福祉会館）
発表会　 三川内展

平成17年 4 月 20 日～24 日　　 （佐世保市 ・二川内焼伝統摩誕金柑）
波佐見展
平成17年 4 月29 日～ 5 月 5 日 （波佐見町 ・波佐見町陶芸の館）

※展示数 ：81点 （入賞 ：19点、入選 ：62点）
参観者数 ：2．327名 （三川内層 ：427名、波佐見屑 ：2，327名）

応界総数 198点 （県内応募数 ：73点、県外応農政 ：125点）
（食器部門応募数 ：114点、イ ンテ リア ・工芸部門応打数 ：84点）

印 刷 物 2005ながさき陶敲虔作品凶録 ：A 4 版 ：8 ページ 1．000 部

2006なが さき陶檻展

目　　 的 産地の技術的、創作的基盤を醸成し、陶磁器デザインや工芸品、及び伝統的技術の肯
成強化を図る。

主　　 催 長崎県陶磁鴇振興会

事 務 局 窯業技術センター
三川内儀示全車痴周 ：三川内陶磁器工業協同組合
波佐見展示会事務局 ：波佐見煉振興会

内　　 容 鮎 宴重富委無　　 芸慧濁 岩月墓謂 …豊筐塁賢 二歪誉琵苦言ジ夏コ

第 2 回実行委貝金　　　　　 平成17年 10月12 日 （波佐見町 ・窯業技術センター）
第 3 回実行委貝会　　　　　 平成17年 11月29 日 （波佐見町 ・窯業技術センター）
陪 歪虫垂嘱 一後援冊　 平成柑年 1 月1。。

第 4 因実行委且金　　　　　 平戚18年 3 月 7 日 （波佐見町 ・義弘技術センター）



名 年月目 （場所） 役　 名 職 員 名 機関 ・団体名

やきものプロ農成講座 平成17年 5 月 11日 委　 員 矢野　 鉄也 波佐見焼振興会
英行委員会 平成17年 6 月 16 日

平成エ7年 7 月 1 日
平成17年 7 月28 日
平成17年 8 月 11日
平成17牛 8 月28 日
平成17年 9 月 9 日
平成17年 10月12 日
（波佐見町 ・勤労福祉会館）

長崎県先端技術開発協議 ▲国威17年 5 月26 日 番　 貝 餌付富美子 長崎県先端技術
（長崎市 ・長崎商工会歳所） 開発協益金

トライアル発注制度選虐 平成17年 6 月30 日 委 11 福村召藁 了－ トライアル発注
評価委員会 （長姉市 ・山由交流会館） 制度選定評価萎

鼠会

意匠登録審査委月会 平成17年 7 月11日 意匠登 山下　 行男 肥前陶磁器工業
平成17年ほ月 2 日
平成柑年 3 月 6 日
（波佐見町 ・波佐見陶磁器

　工業協同巌且合）

線審査
委員

液石　 哲也 協同組合連合会

九州大学ものづくりスー▲ 平成17年 9 月22 日 委　 員 武内　 浩一 九州大学 ものづ
パー中松人材育成軍楽 平成17年 10月25 ロ くりスーパー中
「粉体加 工小委＝会」 （福岡市 ・九州大学） 榛人材育成推進

委員会

KFC第 23期第 1 回拡大 平成17牛 10月18 日 運官費員 武内　 浩一・ KFC運常委員会
運営委員会 （福l灯市 ・九州産絶技術　　　　センター）

歪墓壁際 雪質窒確保対 平成17年 10月20 日
（天草市 ・臆本県天草地域

　　　振興会）

密　 R 武内　 浩一 天草陶磁器振興
協謎会

平成18年 3 月 15 日
（天草市 ・熊本県天草地域

　　　振典会）

香 11 大串　 邦男

西九州テクノコンソーン 平成17年ユ2月19 日 委　 員 福村喜葉子 西九州テ クノコ
7 ム股立委員会 平成18年 2 月27 日

膵三世保市 ・佐世保 市役所）
ンソーンアム説
立委員会

地域人材育成検針属 疾者 平成18年 1 月16 日 垂　 n 武内　 浩一 鰭 娼 雲蛋彗
垂貝会 （佐世保市 ・佐世保市役所）

日本セラミックス協会原 平成18年 2 月 10 日 オブザ 武内 I賢一 日本セ ラミック

料部会平成17年度那 3 回 （東京都 ・日本セ ラミックス ・・一ノく・・一 ス協会原料部全
役員会 協会本領）

日本セラミγタス協会 平成18年 3 月 10 日 常識員 武内　 浩＝ 貝毒芸完晶妄蒜
九州支部骨髄n 会 （北九州市 ・北九州テクノ　　　　セ ンター）



名　　 称 長崎県窺藁技術センターー奴公開

目　　 的 長崎県科学技術振興ビジョンの一環として、科学技術週間を設け、県民の科学技術

に対する関心と理解を得るため開催 （県内 7 公設試験研究機関‾即 日催）

開催 日時 平成】7年】1月26 日 （土）l【）：00・－16 ：00

場　　 所 長崎 県朱美技術センター本館、作弟槻

内　　 ℡ （1）学習 コーナー　　　　 （む炎の色を変えてみよう！

②きわってみよう！±のふしぎ

　　　 ③いろんな百を見てみよう！

（2）体験 コーナー　 ①石膏による干支 （戌）づくり

（診手びゎ りへ挑晩

　　　 項）下絵付けに挑戦

（3）展示、見学 コーナー ①センター試作品、企業製品等

②やきもの製造工程、透視炉のV T R 上映

入場者数 196名




